
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

0

275,369

0

127,280

0

275,369

計　画

280,000

0

280,000

実　績

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

委託料

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001-100401-005-04-01-0

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

普通旅費 0

127,280 280,000

特　記　事　項

特　記　事　項

心の探検シンポジウムと若者の居場所のための事
業委託

275,369

金　額

特　記　事　項

0

75,369

200,000

消耗品費

200,000

消耗品費

委託料

7,600

100,000

若者の居場所設置数（単位:箇所）

1箇所 0箇所

委託料

普通旅費 19,680

80,000消耗品費

サブリーダー 手塚昌人

計
画

若者の問題に対して理解の深い人たちによる検討委員会を組織し,先進地を視察しながら、協議
し、インターネットによる掲示板での居場所づくりや既存施設の居場所を支援する。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名

細　節

普通旅費

若者の居場所設置事業費

実
績

担当部課 生涯学習課
担　当 社会教育

財
　
源

若者の問題に対して理解の深い人たちによる検討委員会を組織し、協議を重ねている。その中
で、若者の現状を知るための講座（3回シリーズ)を開催した。また、阿久津中学校（生徒数約670
名）及び北高根沢中学校（生徒数約270名）において青少年健全育成のための講演会を開催し
た。

どのような成果が現れます（現れました）か？

青少年を取り巻く環境が大きく変化していることから、若者の健全な育成に対する支援が図られる。

若者の現状を知るための講座では、1日目は、とちぎ若者サポートステーションの統括リーダー、町教
育委員の中野謙作氏や不登校ひきこもり支援「ホワイトキャンバス」代表、「ふるーるぶらん」オーナー
の山本和彦氏による「知ってほしい若者の今」を、2日目は、宇都宮大学教授、臨床心理士、教育学
博士の梅永雄二氏による「発達障害を理解する」を、3日目は、産業カウンセラー、町教育委員の佐
藤正行氏による「アクティブリスニング～こころの声を聴く～」を内容にして開催した。参加者からは、
「充実した研修だった」「学んだことを生かしたい」「私にできることがあればやってみたい」との反応が
見られた。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額


